
２面

ＤＭＯの機能強化促す

面

地方誘客促進へフォーラム

面

「川の京都」可能性を探る

３面

「生体認証」ヵ所導入へ

９面

大阪に４軒目のヒルトン

盛
り
上
が
れ
大
阪
・
関
西
万
博

明
る
い
話
題
も
チ
ラ
ホ
ラ

「
手
ぶ
ら
観
光
」推
進
へ
、あ
の
手
こ
の
手

ロッカー活用
専用バス運行や

「
５
つ
星
の
宿
」を
紹
介

本
社
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
開
設

日本旅館協会

観
光
と
金
融
問
題
議
論

由
布
市
で
２
回
目
の
懇
談
会

■■

（１） 第３２３７号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）９月１６日（月曜日） （毎週月曜日発行）

　観光庁がＤＭＯ（観光地域づ
くり法人）全国会議を開催。Ｄ
ＭＯの機能強化へ、パネルディ
スカッションなどを通じて先進
事例の共有を促した。

　東武鉄道と日立製作所は、生
体認証を利用して決済や年齢確
認ができるサービスをホテルな
ど全国カ所で展開する計画
を明らかにした。

　「キャノピーｂｙヒルトン大
阪梅田」が開業。同ブランドは
日本初進出、ヒルトンとしては
大阪市内４軒目。ＪＲ大阪駅前
の複合商業施設に位置し、客室
室。

　日本政府観光局（ＪＮＴＯ）
が自治体、企業対象のインバウ
ンド旅行振興フォーラムを開
催。現状を踏まえ、地方誘客を
促進する必要性が強調された。

　京都府と府観光連盟でつくる
「川の京都推進協議会」がシン
ポジウムを開催。「川を活用し
た新たなツーリズムの可能性」
を語った。

　
大
き
な
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
や
手
荷
物
を
持
ち
運
ぶ
旅
行
者
を
駅
や
電
車
、
バ
ス
、
歩

道
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
。
滞
在
期
間
の
長
い
外
国
人
旅
行
者
が
や
は
り
目
立
つ
。

通
行
や
電
車
の
乗
り
降
り
の
際
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
と
い
う
。
も
っ
と
気
軽
に
旅
行
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
ひ
い
て
は
混
雑
（
オ
ー
バ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
解
消
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
「
手
ぶ
ら
観
光
」
に
力
を
入
れ
る
自
治

体
や
企
業
が
増
え
て
い
る
。

　
日
本
旅
館
協
会
（
桑
野
和

泉
会
長
）
は
５
日
、
大
分
県

由
布
市
の
湯
布
院
公
民
館
で

「
宿
泊
業
界
に
お
け
る
観
光

と
金
融
に
関
す
る
全
国
懇
談

会
」
を
開
い
た
。
昨
年
に
続

き
２
回
目
。
観
光
庁
、
中
小

企
業
庁
、
金
融
庁
と
金
融
機

関
の
ト
ッ
プ
ら
が
登
壇
。
観

光
ま
ち
づ
く
り
や
宿
泊
業
界

の
金
融
問
題
を
テ
ー
マ
に
講

演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
っ
た
。
（
関
連
２

面
）

　
菅
義
偉
前
首
相
が
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
の
に

続
き
、
秡
川
直
也
・
観
光
庁

長
官
、
山
下
隆
一
・
中
小
企

業
庁
長
官
、
伊
藤
豊
・
金
融

庁
監
督
局
長
が
講
演
。
人
気

漫
画「
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
」

の
作
者
ヤ
マ
ザ
キ
マ
リ
氏
が

「
ロ
ー
マ
と
日
本
の
温
泉
文

化
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　
菅
前
首
相
は
観
光
に
つ
い

て
「
自
動
車
に
次
ぐ
輸
出
産

業
で
、
わ
が
国
の
成
長
戦
略

の
柱
」
「
地
域
を
支
え
て
い

る
の
が
旅
館
、
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
、
飲
食
店
、
土
産
店
な

ど
の
観
光
業
だ
」
と
改
め
て

指
摘
。
そ
の
上
で
、
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
数
６
千
万
人
、

消
費
額

兆
円
の
目
標
を
立

て
て
い
る
。
も
う
一
歩
踏
み

込
ん
で
、
官
民
一
体
で
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
」
と
自
身

の
官
房
長
官
時
代
に
国
が
掲

げ
た
目
標
達
成
へ
強
い
意
欲

を
示
し
た
。

講
演
者
ら
に
よ
る
総
括
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
９
月
も
半
ば
を

過
ぎ
た
。
夏
休
み

の
余
韻
を
引
き
ず

っ
た
ま
ま
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
開
く
と
、
旅
館

ホ
テ
ル
の
皆
さ
ん

が
国
内
外
で
観
光
を
楽
し
む

様
子
が
た
く
さ
ん
目
に
入

る
。
視
察
を
兼
ね
た
旅
行
や

社
員
研
修
、
社
員
親
睦
会
な

ど
の
投
稿
も
ち
ら
ほ
ら
。
ど

な
た
の
お
顔
も
、
夏
の
繁
忙

期
を
無
事
に
乗
り
越
え
た
達

成
感
、
安
堵

あ
ん
ど

感
で
晴
れ
や
か

だ
▼
今
年
は
特
に
、
集
中
豪

雨
に
よ
る
水
害
や
交
通
マ

ヒ
、
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
」
、
夏
休
み
最
後
の

「
超
ノ
ロ
ノ
ロ
迷
走
台
風
」

の
襲
来
等
々
で
、
ど
の
観
光

地
も
危
機
管
理
対
応
や
キ
ャ

ン
セ
ル
問
題
な
ど
苦
労
が
絶

え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
ま
ず
は
そ
の
労
苦
を
、

思
う
存
分
癒
や
し
て
も
ら
い

た
い
と
強
く
思
う
。
本
当
に

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
▼
ど
の

観
光
地
も
、
夏
の
喧
騒

け
ん
そ
う

か
ら

一
転
、
落
ち
着
き
を
取
り
戻

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

地
域
経
済
を
回
す
た
め
に
に

ぎ
わ
い
は
大
切
で
あ
る
が
、

過
度
に
な
る
と
そ
の
場
所
の

良
さ
を
隠
し
て
し
ま
う
。
そ

う
い
う
意
味
で
こ
の
時
期
の

旅
は
、
旅
先
の
本
当
の
魅
力

に
よ
り
近
づ
け
る
幸
せ
な
旅

と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
繁
忙
日
、
繁
忙
期
し
か

旅
を
楽
し
め
な
い
人
は
ま
だ

ま
だ
多
い
。
混
雑
や
過
度
な

繁
忙
期
価
格
に
よ
っ
て
、
本

来
の
価
値
を
伝
え
ら
れ
な
い

だ
け
で
な
く
、
「
が
っ
か
り

観
光
地
」
と
ま
で
言
わ
せ
て

し
ま
う
状
況
も
目
に
す
る
。

旅
の
満
足
度
は
、
観
光
産
業

へ
の
理
解
を
進
め
、
地
位
向

上
に
も
つ
な
が
る
こ
と
だ
。

業
界
と
し
て
休
暇
・
需
要
分

散
化
の
議
論
を
絶
や
し
て
は

な
ら
な
い
。
　
【
Ｍ
・
Ｋ
】

サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
画
面

大
阪
・
関
西
万
博
の
シ
ン

ボ
ル
、
リ
ン
グ
が
つ
な
が

っ
た

（
上
）
西
武
新
宿
駅
に
設
置

さ
れ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ

カ
ー
（
下
）
大
き
な
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
は
時
に
邪
魔
に
な
る

（
写
真
と
本
文
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
）

　
手
ぶ
ら
観
光
の
推
進
に
熱

心
な
自
治
体
の
一
つ
が
、
国

内
外
か
ら
多
く
の
旅
行
者
が

訪
れ
る
京
都
市
。
大
型
手
荷

物
持
ち
込
み
で
市
バ
ス
車
内

が
混
雑
、
市
民
が
乗
れ
な
い

と
い
っ
た
事
態
も
起
き
て
い

る
。

　
市
は
春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

に
京
都
駅
に
臨
時
手
荷
物
預

か
り
所
を
開
設
し
た
。
３
月


～

日
、

～

日
の
５

日
間
だ
っ
た
が
、
「
千
個
ほ

ど
の
利
用
が
あ
っ
た
」
と
観

光
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
室
。
秋
の

観
光
シ
ー
ズ
ン
も
開
設
す
る

予
定
だ
。

　
ま
た
、
大
型
荷
物
を
持
っ

た
旅
行
者
を
専
用
バ
ス
で
宿

泊
先
ま
で
送
る
実
証
事
業
を

早
け
れ
ば

月
か
ら
始
め

る
。
京
都
駅
か
ら
荷
物
を
宿

泊
先
ま
で
配
送
し
た
り
、
預

か
っ
た
り
し
て
い
る
が
、

「
手
ぶ
ら
観
光
の
三
つ
目
の

選
択
肢
を
示
し
た
い
」
と
意

気
込
む
。

　
京
都
駅
か
ら
大
型
荷
物
を

持
っ
た
旅
行
者
を
乗
せ
、
複

数
の
宿
泊
先
を
巡
る
。
荷
物

を
宿
泊
施
設
に
置
い
て
か
ら

観
光
し
て
も
ら
う
ス
タ
イ
ル

を
提
案
。
宿
泊
施
設
や
運
賃

・
料
金
な
ど
は
現
在
検
討
中

だ
。

　
西
武
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
Ｈ
Ｄ
）
は
９
月
２
日
、
手

ぶ
ら
観
光
を
推
進
す
る
た

め
、
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
カ
ー
を

活
用
し
た
手
荷
物
配
送
サ
ー

ビ
ス
の
実
証
実
験
を
開
始
し

た
。「
関
東
で
は
初
の
試
み
」

と
い
う
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
名
称
は
「
ｐ

ｉ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ
ｋ
ｕ
　
Ｐ
Ｏ
Ｔ

Ｅ
Ｒ（
ピ
ク
ラ
ク
ポ
ー
タ
ー
）

ｉ
ｎ
東
京
」
で
、
ス
ー
ツ
ケ

ー
ス
を
は
じ
め
と
す
る
手
荷

物
が
電
車
の
乗
降
や
通
行
の

邪
魔
に
な
っ
た
り
し
て
い
る

状
況
を
解
消
す
る
の
が
狙

い
。

　
池
袋
駅
や
西
武
新
宿
駅
、

豊
島
園
駅
に
設
置
さ
れ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
カ
ー
（
遠

隔
操
作
、
事
前
予
約
、
時
間

指
定
に
よ
る
開
閉
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
が
可
能

な
次
世
代
ロ
ッ
カ
ー
）
に
荷

物
を
入
れ
て
、
宿
泊
す
る
ホ

テ
ル
を
選
択
。

時
ま
で
に

預
け
る
と
、
当
日
の

時
ま

で
に
指
定
し
た
ホ
テ
ル
ま
で

配
送
さ
れ
る
。
大
ロ
ッ
カ
ー

の
サ
イ
ズ
は
幅
３
３
０
×
奥

行
き
６
４
５
×
高
さ
８
０
７

・
６
㍉
。

　
配
送
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と

な
る
の
は
新
宿
や
銀
座
、
舞

浜
な
ど
に
あ
る
約
５
０
０
の

ホ
テ
ル
。
価
格
は
税
込
み
１

９
０
０
～
２
８
０
０
円
。

「
一
つ
の
ロ
ッ
カ
ー
に
入
る

サ
イ
ズ
で
あ
れ
ば
、
荷
物
を

何
個
送
っ
て
も
料
金
は
一

律
」
と
い
う
。

　
実
証
実
験
は
来
年
３
月
末

ま
で
だ
が
、

月

日
ま
で

は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
価
格
（
１

７
０
０
～
２
４
０
０
円
）
の

適
用
と
な
る
。
対
応
言
語
は

日
本
語
、
英
語
、
韓
国
語
、

中
国
語
。

　
同
社
は
「
訪
日
外
国
人
が

増
え
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
持

っ
た
観
光
客
で
都
市
部
や
観

光
地
の
公
共
交
通
機
関
が
あ

ふ
れ
る
な
ど
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
社
会
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
カ

ー
の
持
つ
新
し
い
可
能
性
を

活
用
し
、手
ぶ
ら
で
の
観
光
、

移
動
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利

便
性
の
向
上
、
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
解
消
に
つ
な
げ

た
い
」
と
話
す
。

　
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
カ
ー
を
活

用
し
た
手
荷
物
配
送
サ
ー
ビ

ス
の
実
証
実
験
は
Ｊ
Ｒ
西
日

本
も
３
月

日
か
ら
「
当
面

の
間
」
で
、
尾
道
エ
リ
ア
と

大
阪
エ
リ
ア
で
実
施
し
て
い

る
。

　
大
阪
エ
リ
ア
で
は
新
大
阪

駅
や
大
阪
駅
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
シ
テ
ィ
駅
な
ど
に
ロ
ッ
カ

ー
を
設
置
。
市
内
約

の
宿

泊
施
設
に
配
送
す
る
。

　
同
社
は
検
証
結
果
や
利
用

状
況
を
踏
ま
え
、
来
年
の
大

阪
・
関
西
万
博
で
広
く
使
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
大
阪

環
状
線
の
複
数
の
駅
へ
の
ロ

ッ
カ
ー
導
入
と
サ
ー
ビ
ス
拡

大
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
【
内
井
高
弘
】

　
東
日
本
に
い
る
か
ら
な
の

か
、
来
年
春
か
ら
開
催
さ
れ

る
「
大
阪
・
関
西
万
博
」

（
４
月

日
～

月

日
の

１
８
４
日
間
）
の
熱
気
が
な

か
な
か
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

前
回
、
１
９
７
０
年
の
大
阪

万
博
の
時
と
は
対
照
的
だ
。

　
大
阪
万
博
は
日
本
で
初
め

て
の
万
博
開
催
。
世
界
各
国

が
参
加
し
て
国
・
地
域
の
文

化
、
芸
術
、
産
業
、
技
術
な

ど
が
展
示
さ
れ
た
。
月
の
石

や
人
間
洗
濯
機
な
ど
、
人
々

の
関
心
を
集
め
る
も
の
も
数

多
く
、
未
来
の
ニ
ッ
ポ
ン
に

希
望
を
持
た
せ
た
。

　
大
阪
・
関
西
万
博
は
「
い

の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ

イ
ン
」
と
い
う
の
が
テ
ー
マ

だ
が
、
ど
う
も
分
か
り
に
く

い
。
加
え
て
、
パ
ビ
リ
オ
ン

の
建
設
の
遅
れ
や
建
設
費
の

高
騰
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
な
報

道
が
多
い
の
も
盛
り
上
が
ら

な
い
要
因
か
。

　
そ
う
し
た
中
、
明
る
い
話

題
と
い
え
そ
う
な
の
が
、
会

場
で
あ
る
人
工
島
・
夢
洲
に

建
て
ら
れ
て
い
た
シ
ン
ボ
ル

の
大
屋
根
「
リ
ン
グ
」
が
一

つ
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
だ
。

１
周
約
２
㌔
、
高
さ
約

㍍

の
世
界
最
大
級
の
木
造
建
築

物
で
あ
る
。
今
後
は
植
え
込

み
や
ト
イ
レ
な
ど
の
整
備
が

進
め
ら
れ
、
２
月
に
は
完
成

す
る
見
通
し
。

　
リ
ン
グ
は
約
２
万
７
千
平

方
㍍
の
国
内
材
な
ど
が
使
用

さ
れ
、
木
材
の
接
合
部
は
清

水
寺
の
「
清
水
の
舞
台
」
で

も
用
い
ら
れ
る
伝
統
工
法

「
貫ぬ

き

」
を
金
属
ボ
ト
ル
な
ど

で
強
化
し
、
現
代
風
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
と
い
う
。

　
海
外
パ
ビ
リ
オ
ン
を
囲
む

よ
う
に
造
ら
れ
、
屋
上
通
路

「
ス
カ
イ
ウ
オ
ー
ク
」
（
高

さ

～

㍍
）
か
ら
は
会
場

全
体
の
ほ
か
、
大
阪
湾
を
一

望
で
き
る
。
ニ
ュ
ー
ス
映
像

を
見
る
と
、
そ
の
大
き
さ
に

圧
倒
さ
れ
る
。

　
建
設
費
は
３
５
０
億
円
ほ

ど
か
か
り
、
「
無
駄
遣
い
」

と
い
う
批
判
も
あ
る
が
、
個

人
的
に
は
歩
い
て
み
た
い
と

思
う
。

　
ま
た
、
夢
洲
に
新
設
さ
れ

る
大
阪
メ
ト
ロ
中
央
線
の

「
夢
洲
駅
」
が
１
月

日
に

開
業
す
る
こ
と
も
発
表
さ
れ

た
。
万
博
会
場
に
乗
り
入
れ

る
唯
一
の
鉄
道
の
終
点
と
な

る
が
、
大
混
雑
も
予
想
さ
れ

る
だ
け
に
、
万
全
の
対
策
を

講
じ
て
も
ら
い
た
い
。

　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
頻
繁
な
発

生
や
台
風
の
上
陸
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大

地
震
注
意
）
が
出
さ
れ
た
り

と
、
自
然
災
害
の
発
生
確
率

が
近
年
高
ま
っ
て
い
る
が
、

仮
に
万
博
開
催
期
間
中
に
南

海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
が
起
き

た
時
は
ど
う
す
る
の
か
、
と

勝
手
に
心
配
し
て
い
た
が
、

先
ご
ろ
、
博
覧
会
協
会
は

「
防
災
実
施
計
画
」
を
公
表

し
た
。

　
夢
洲
へ
の
陸
路
は
大
阪
メ

ト
ロ
中
央
線
、
夢
舞
大
橋
、

夢
咲
ト
ン
ネ
ル
の
３
ル
ー

ト
。
地
震
な
ど
の
影
響
で
寸

断
さ
れ
た
場
合
、
最
大
約


万
人
が
孤
立
す
る
恐
れ
が
あ

る
と
想
定
。

万
食
分
や
１

９
０
万
本
の
飲
料
水
を
備
蓄

す
る
と
し
た
。
来
場
者
の
移

送
手
段
と
し
て
船
や
ヘ
リ
を

活
用
す
る
こ
と
も
盛
り
込
ん

だ
。

　
開
幕
に
向
け
、
準
備
は
進

む
。
観
光
専
門
紙
と
し
て
は

多
く
の
外
国
人
が
万
博
を
訪

れ
、
日
本
各
地
に
足
を
延
ば

し
て
ほ
し
い
。
観
光
関
係
者

の
力
が
試
さ
れ
る
機
会
で
も

あ
る
。
　
　
【
内
井
高
弘
】

　
観
光
経
済
新
聞
社
は
９

日
、
「
５
つ
星
の
宿
」
の
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し

た
。
今
年
６
月

日
の
書
籍

「
５
つ
星
の
宿
」
の
全
国
書

店
販
売
に
続
い
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
で
も
「
５

つ
星
の
宿
」
を
紹
介
す
る
。

「
５
つ
星
の
宿
」
は
本
社
が

「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０

選
」
と
と
も
に
毎
年
行
っ
て

い
る
「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ

ル
２
５
０
選
」
（
旅
行
会
社

社
員
に
よ
る
温
泉
地
の
旅
館

・
ホ
テ
ル
の
人
気
投
票
）
に

通
算
５
回
（
年
）
以
上
入
選

し
た
宿
の
称
号
。

　

年
版
の
書
籍
で
紹
介
す

る
１
２
４
軒
の
検
索
や
「
時

空
を
超
え
て
輝
く
秘
境
秘
湯

の
宿
」
「
全
館
全
室
源
泉
掛

け
流
し
の
宿
」
な
ど
の
特
集

記
事
、
「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉

１
０
０
選
」
な
ど
を
掲
載
し

て
い
る
。

　
今
後
は
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
の
ニ
ュ
ー
ス
配
信
や
限

定
企
画
、
海
外
に
向
け
た
情

報
発
信
な
ど
を
予
定
し
て
お

り
、
日
本
の
旅
館
・
ホ
テ
ル

を
代
表
す
る「
５
つ
星
の
宿
」

の
一
層
の
認
知
度
向
上
と
ブ

ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
る
取
り

組
み
を
行
う
。

　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は「https://5star-

ryokan.com

」
。


